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1. 事業区分

3. 事業形態＊および実施者名
4. 事業費＊＊
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座談会1

日本は「米国の代理」に過ぎないのか――日・中・印を牽引役としたアジアの発展
座談会2

アジア人という意識の高まりの中で――日米関係を踏まえた日本の役割
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ユリ・イサマトーノ（インドネシア『テンポ』英語版編集長）
カヴィ・チョンキタヴォン（タイ『ネーション』グループ副編集長）
クレメント・メセナス（シンガポール『トゥデー』編集委員）
チャールズ・ラジ（マレーシア『マレーシア･ビジネス』編集委員）
司会　竹田いさみ（獨協大学外国語学部教授）
司会　バンバン・ハリムティ（インドネシア『テンポ』グループ総編集長）
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カカヴヴィィ・・チチョョンンキキタタヴヴォォンン（Kavi Chongkittavorn）
タイ『ネーション』グループ副編集長、論説委員、コラム
ニスト
タイを代表する英字紙『ネーション』で、タクシン政権批
判の最前線に立つ論客。同紙のハノイ特派員、ASEANの
事務局勤務を経験。日本と米国の留学経験がありASEAN諸
国の中で最も海外経験が豊富なジャーナリストの1人。タ
イ・ジャーナリスト協会および東南アジア・ジャーナリス
ト協会の会長を歴任。
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竹竹田田いいささみみ（たけだ・いさみ）
獨協大学外国語学部教授
アジア太平洋地域の国際関係を専攻。シドニー大学、ロン
ドン大学でオーストラリアと英帝国史を専攻し、国際政治
史で博士号。『移民・難民・援助の政治学』でアジア太平
洋賞受賞。国際協力機構（JICA）委員、国際交流基金ほか
のアジア・リーダーシップ・フェロー諮問委員、朝日新聞
アジアネットワーク客員研究員、読売新聞読書委員を歴任。
アジアでのメディア・ネットワーク活動に多数参加。『ア
ジアビューズ』編集アドバイザーも務める。1998年より笹川
汎アジア基金運営委員。
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ババンンババンン・・ハハリリムムテティィ（Bambang Harymurti）
インドネシア『テンポ』グループ総編集長
インドネシアを代表する高級誌『テンポ』グループの総編
集長。米国留学、同誌ワシントン特派員を経て帰国。スハ
ルト政権が同誌を廃刊に追い込んだ時も、前編集長のグナ
ワン・モハマドとともに復刊を誓い、スハルト政権崩壊直
後に復刊させた。編集長に就任して以来、日刊紙『コーラ
ン・テンポ』と英語版『テンポ』を相次いで創刊した。情
報の正確さと迅速性には定評があり、日本や欧米など、海外
メディアがしばしば同誌紙を引用する。
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ククレレメメンントト・・メメセセナナスス（Clement Mesenas）
シンガポール『トゥデー』編集委員
シンガポールで誕生した無料日刊紙『トゥデー』の創刊に
編集委員として参画。アラブ首長国連邦を中心に、中東ア
ラブ地域の英語メディアで豊富な経験をもつ。帰国後、日
刊紙『ストレーツ・タイムズ』の記者となるが、広告収入
のみで講読料金を徴収しない日刊紙『トゥデー』紙の創刊
に参画。現在、同紙の発行部数は『ストレーツ・タイムズ』
に次いで2位。空港、地下鉄、バスなど、主要交通機関な
どで無料配布している。
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チチャャーールルズズ・・ララジジ（Charles Raj）
マレーシア『マレーシア・ビジネス』編集委員、コラムニ
スト
マレーシアを代表する英字経済誌『マレーシア・ビジネス』
の編集責任者で、コラムニストとしても健筆をふるう。英
国留学後、帰国してジャーナリストとなり、『ニュースト
レーツ・タイムズ』紙の記者・編集委員などを経て、『マ
レーシア・ビジネス』誌の創刊に参画する。同誌を発行す
るベリタ出版は、マレーシア航空の機内誌など、多数の雑
誌を編集・発行している。
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ユユリリ・・イイササママトトーーノノ（Yuli Ismartono）
インドネシア『テンポ』英語版編集長
インドネシアを代表する高級誌『テンポ』の英語版編集長。
2004年3月に創刊されたオンライン・マガジン『アジアビ
ューズ』の編集局長でもある。インドのデリー大学、米国
シラキュース大学に留学後、帰国して地元メディア『プリ
ズマ』、『インドネシア・オブザーバー』の記者となる。週
刊誌『テンポ』のバンコク特派員を経て、同誌の英語版創
刊に参画。
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武見敬三（参議院議員）
広中和歌子（参議院議員）
司会　入山映（笹川平和財団理事長）
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武見敬三（たけみ・けいぞう）
自由民主党参議院議員。東海大学平和戦略国際研究所教授。
1995年参議院議員初当選。外務政務次官、参議院外交防
衛委員会委員長などを歴任。現在、厚生労働委員会筆頭理
事、憲法調査会幹事、参議院自民党政策審議会副会長、自
民党政調会副会長、外交調査会副会長、FTA特命委員会事
務局長、海洋権益ワーキングチーム座長、対外経済協力特
別委員会副委員長、ODA改革ワーキングチーム事務局長、新
世紀の安全保障体制を確立する若手議員の会代表、予防外
交推進議連事務局長を務め、その他多くの議員連盟を兼務
する。
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広中和歌子（ひろなか・わかこ）
民主党参議院議員。滞米生活20年後に帰国し、教育、文化、
女性の社会参加などの分野で活躍。1986年参議院議員初
当選。細川内閣の国務大臣環境庁長官、民主党副代表、参
議院国家基本政策委員会委員長、参議院科学技術特別委員
長などを歴任。現在、検察官適格審査会委員、GEA（地球
環境行動会議）副会長、PGA（地球的行動のための議員会
議）日本委員会会長、社団法人環境生活文化機構会長、地
球憲章起草委員会委員、GLOBE・Japan副会長。96年よ
りSPF評議員。著書に、『ふたつの文化の間で』『広中家の
個性主義教育』などがある。
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入山　映（いりやま・あきら）
日本国有鉄道（当時）、日本航空を経て、1982年U.S.-Japan
Foundation（米日財団）東京事務所代表。86年笹川平和財
団設立と同時に常務理事（事業担当）。93年同理事長。立
教大学大学院21世紀社会デザイン研究科教授。著書に『社
会現象としての財団』『公益法人の実像』（共著）『今なぜ
民間非営利団体なのか』（共著）『日本の公益法人』などが
ある。
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